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5ZC-8 要求仕様書からのファンクションポイント計測ツールの改良

・要求分析ツールREQUARIOで作成された要求仕様書を対象として，
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1 まえが、き で管理している.

ソフ トウェアの規模を見積もる手法のーっとして，

ファンクションポイント法 (FP法)が提案されている.

FP法は.rユーザの機能要求」からソフトウェアの規模を

定量的に測定する手法である.しかし， FP法は計測者

によって測定値に誤差が出ることが指摘されている [2].
現在までに，要求仕様定義支援システム REQUARIO
で作成された要求仕様警に対して FP値の計測を行う

ツールが開発されている [1]が，同じ要求仕様書に対し

てFP値計測の熟練者が計測した FP値とツールによ

り求められた FP値に差があることが確認されている.

本研究では，FP計測ツー jレの改良を行うことを目

的とする.具体的には，熟練者が計測した結果と計測

ツールがファンクションと認識した記述を比較した上

で，それらの差の原因となっているファンクションを

計測できるようにファンクションを抽出する際に使用

する Jレールとツールの改良を行う.

2 ファンクションポイント法

FP法は， Albrechtによって 1979年に提案された.

その後，これをベースに様々な手法が提案されており，

現在では数十種類の計測方法がある.ファンクション

ポイント法は，利用者要求のうちの機能要求仕様の大

きさを定量的に計測する手法であり，求められる計測

値は，機能量または機能規模と呼ばれる.

本研究では，数多くのファンクションポイント法の

中から，計測するためのルールが詳細に設定されてい

るIFPUG法をイ吏用してファンクションポイントを計

測する.

3 REQUARIOの概要

REQUARIOは開発するシステムへの要求仕様をア

ニメーションで表示するツーlレである.REQUARIO 
では，ストーリー，シナリオ，シーン，キャラクタと

いう概念で要求仕様を定義する.

ストーリー:要求仕様の断片的な具体例の集合である .

REQUARIOの成果物をストーリーという単位

Improvement of Function Point Measurement Tool for a Re-
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シナリオ:ストーリー中の「要求仕様の断片的な具体例J
をシナリオと言う.シナリオは，ストーリーに登

場する「ひとJあるいは「もの」と，そのふるま

い(動作・処理)の流れから構成されている.

シーン:ストーリーに登場する「ひと」あるいは「もの」

のふるまい(動作・処理)の流れをシーンと言う.

図 lにシーンの一例を示す.

キャラクタ:ストーリーに登場する「ひとjあるいは「も

のjをキャラクタと言う.キャラクタは，保持す

るデータを表現した“属性"と，ふるまいを表現

した“メッセージ"という情報を持つ.

「るまい(動作
処理)を表現

図 1:シーンの表示例

4 ファンクション抽出ルール [1]
4.1 データファンクション抽出ルール

メッセージ名

ユーザは計測対象のシステムに出現する全てのキャ

ラクタに対して，データファンクションであるかない

かの指定を行う.指定されたキャラクタで，データを

更新されるものを内部論理ファイ jレ，更新されないも

のを外部インターフェイスファイルとする.

4.2 トランザクションファンクション抽出ルール

計測ツーJレでは5種類のトランザクションファンクシ

ヨン抽出ルー jレを用いている.そのうちの2つを図 2に

示す.残りは文献山を参照されたい.

5 計測ツールの評価

5.1 熟練者の計測結果との比較

ここでは REQUARIOで作成された購入業務，発注

業務，在庫管理の要求仕様書を対象とし，ツールの計
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ルール1

仁二ト-1 77~三コ
キャラクター A キャラクタ - B 

ルール1.1 キャラクタ -Bのデータが変更されていれば外部入力.

ル ル1.2キャラクタ -Bのデータが変更されていなければ外部照会.

Jレール2

j-'-タ ーl
1 ァンク Lョン -1

キャラクタ - A キャラクタ - B 

ルール2.1キャラフタ -Aの出力デー予訟派生データであれば外都出力.

Jレール2.2キャラフタ -Aの出力データが派生データでなければ外部照会

図 2:トランザクションファンクション抽出ルールの例

測した FP値と FP計測の熟練者が測定した FP値と

の比較を行った.これらの要求仕様害は実際の開発現

場で作成され，この要求仕様書にもとづいてシステム

が開発されている.計測結果を表 lに示す.

表 1:計測結果

5.2 結果の分析

各要求仕様書に対する FP値の計測結果から，ツー

ルと熟練者の計測内容にはトランザクションファンク

ションの抽出に差があるという結果が得られた.これ

らの差の原因は主に以下の 2点である.

(1)外部照会の抽出による差 :検索処理は，データ

ファンクションへの入力と出力が組になっている

処理で，その組合せで 1つの外部照会となる.し

かし，ツールでは入力と出力を別々のトランザク

ションファンクション，つまり 2つの外部照会と

して計i則していた.

(2)検索処理の抽出による差:シーンが起動するため

の条件が存在するとき，その起動条件を満たして

いるかどうかの確認は検索処理であると熟練者は

判断していた.しかし，ツールでは起動条件に関

してのトランザクションファンクション抽出ルー

jレが存在しないため，このようなシーンを抽出し

ていなかった(図 3参照). 

6 計測ツールの改良

6.1 外部照会抽出への対処

抽出ルールに従って検出されるトランザクションファ

ンクションが外部照会の場合は，それと対になる外部

照会がないか検索を行い，対となるシーンがあれば複

雑度の比較を行い，複雑度の高い方のシーンを計測対

象とする.

6.2 検索処理の抽出による差

シーンに起動条件がある場合は，その起動条件を含

んでいるキャラクタ ーをシーンの関与キャラクタ ーと

することによって，新たな検索処理を追加する.

震言
購入要求書

品名 | 事務机

J1 
分E耳 校名

数量 1 10 

予五 1 30∞∞ 
要求納期 1 3/20 

図 3 原因 2の例

6.3 評価結果

ツールの改良によって FP値測定の精度がどの程度

向上したかを評価するために，再度REQUARIOで作

成された3つのシステムの要求仕様書に対して FP値の

測定を行った.改良前，改良後のそれぞれのツールの計

測した FP値と熟練者が計測した FP値を表 2に示す.

改良後のツールは熟練者が計測したファンクションポ

イント値のおよそ 80%から 90%の値を計測している.

表 2:改良後の計測結果
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